
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 

 

当社は、2021 年 12 月 28 日にプライム市場の上場維持基準の適合に向けた計画書を作成し、その内容に  

ついて開示しております。2022 年 12 月 31 日時点において、平均売買代金の基準を充たしていないため、当社の

上場維持基準の適合に向けた計画の進捗状況等について、下記の通り作成しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1．当社の上場維持基準の適合状況の推移及び計画期間 

当社の移行基準日（2021 年 6 月 30 日）時点のプライム市場の上場維持基準の適合状況は以下の通りで

あり、直近の基準日（2022 年 12 月 31 日）時点においても平均売買代金は基準を充たしておりません。 

当社は、この状況を踏まえて、計画書に記載の内容を継続的に取り組むとともに、需給改善施策を拡充し、

2024 年 6 月 30 日までに流通株式時価総額及び平均売買代金について上場維持基準を充たすべく、取り組み

を進めてまいります。 

 

当社の基準日時点の上場維持基準の適合状況 

 

流通株式数 

（単位） 

流通株式 

時価総額 

（百万円） 

流通株式比率 

（%） 

平均売買代金 

（千円/日） 

当社の 

適合状況 

及びその推移 

2021 年 6 月 30 日 

時点（移行基準日） 
71,882 5,589 47.3 19,162 

2022 年 12 月 31 日 

時点（直近基準日） 
― ― ― 17,115 

上場維持基準 20,000 10,000 35.0 20,000 

当初の計画に記載した計画期間 ― 
2024 年    

6 月 30 日 
― 

2024 年    

6 月 30 日 

注：当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出を行った  

ものです。2022 年 12 月 31 日時点の平均売買代金は、2022 年 1 月～12 月の売買代金合計の平均値となります。 
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２．上場維持基準の適合に向けた取り組みの実施状況及び評価 

当社は、上場維持基準の適合に向けて、当初計画に沿って進捗しておりますが、その基本方針は、流通株式時

価総額の構成要素である株価に影響する業績改善によって株式市場から適正な評価を得ること、財務健全性、株

主還元、成長投資のバランスを重視した資本政策を通じて流動性を向上させることです。業績は改善が続いており

ますが、株式市場からの評価や流動性については継続的な課題とすることから、需給改善施策のうち、特に需要面

に対する取り組みを拡充し、上場維持基準の適合に向けて取り組んでまいります。 

 

（1）成長分野へのリソースの効率的投下による業績伸長 【継続】 

当社は留意すべき経営指標として営業利益及び営業利益率を掲げております。2023 年 6 月期第 2 四半期

累計の営業利益は過去最高を更新し、営業利益率も大幅に改善するなど、収益力は着実に向上してきたと言

えます。今後とも基幹事業のマーケティング&コミュニケーション事業を中心に収益基盤を固め、新たな事業機会へ

の対応とそれを推進するための人的資本への投資等を進めながら、成長を加速してまいります。 

 

当初の計画に記載した経営指標の進捗状況 

 
2021 年 6 月期 

通期実績 

2022 年 6 月期 

通期実績 

2023 年 6 月期 

業績予想 

当初計画に   

記載の指標 

営業利益（百万円） 519 767 1,000 2,000 

営業利益率 3.4％ 4.7％ 6.1％ 10₋12％ 

 第2四半期累計実績 第2四半期累計実績 第2四半期累計実績 

 営業利益（百万円） 298 487 851 

営業利益率 4.1％ 5.6％ 7.9％ 

 

（2）需給改善施策を通じた流動性の向上 【継続・拡充】 

当社は、流動性の向上に向けて、当社株式の需給改善に注力しており、需要面につきましては、以下の改善

施策に取り組んでおります。これらの施策を継続して取り組むと同時に、株式市場における当社の認知度を高める

必要があると判断し、外部専門サービスを活用した情報掲載・配信等を追加するなど、施策を拡充しております。

今後とも改善施策の継続的な実施と追加施策の遂行を通じて、流動性の向上に繋げてまいります。 

 

＜需要面の主な改善施策＞【継続】 

〇株主還元の更なる充実 

 ・配当性向への意識と配当による利益還元の充実 

  2023 年 6 月期予想  配当金総額 193 百万円、配当性向 30.3％ 

  2022 年 6 月期実績  配当金総額 180 百万円、配当性向 31.1％ 

  2021 年 6 月期実績  配当金総額  90 百万円、配当性向 30.3％ 

 ・自己株式の取得（2022 年 7 月、148,700 株） 

〇IR 活動の強化 

 ・機関投資家との対話件数の増加、トップマネジメント参加の 1on1 ミーティングの増加 



 

 

＜需要面の主な追加施策＞【拡充】 

〇外部専門サービス活用による情報掲載・配信 

・決算説明書き起こしの公開 

・専門メディアインタビューの配信 

・第三者機関によるレポートの配信 

〇開示情報の充実 

・決算補足説明資料（掲載情報の拡充） 

〇英文開示対応 

・決算短信（サマリー・財務諸表） 

・決算補足説明資料 

    

 今後も各種取り組みを推進し、中長期的な成長と企業価値の向上を図り、プライム市場の上場維持基準の適合

を目指してまいります。                                                    

 

以上 

（本件に関するお問合せ先） 

株式会社サニーサイドアップグループ コーポレート本部 経営管理部 経営企画グループ TEL 03-6894-2241 


